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１　教育目標

令和４年度　学校運営等に関する評価書

学校名 　　　　　　　　和歌山市立藤戸台小学校

作成日 令和5年3月10日

自分の成長を感じる子供の育成

2　学校自己評価についてのご意見

確かな学力の向上 豊かな心の育成 健やかな体の育成 地域とともにある学校

・全国学調、県学習到達度調査
で正答数が全国や県平均を上回
る。
・基礎学力の定着に係る評価
（90％）
・わかりやすい授業、子供主体
の授業の実践（児童・教師90％）

・学校が楽しいと感じる(90％)
・いじめをなくす学校・学級づくり
に係る取組（90％）
・いじめの解消率（100％）

・早寝・早起き・朝ごはんの実行
(９０%)
・安全確保・健康管理(９０％)

・教育活動の伝達(８０%)
・家庭・地域との連携・協力(８
０％)

〇今後も各授業において、主
体的・対話的な学びの視点に
立った授業を研究していただ
きたい。
〇家庭学習は保護者との連携
が大切である。

〇道徳の授業では、児童の生活
につながる授業を実施し、いじ
めを許さない学級・学校づくり
に取り組んでいただきたい。
〇学校図書館の環境充実に取り
組んでいただきたい。

〇学力の向上とともに、体力づ
くり・健康づくりにしっかり取
り組んでいただきたい。
〇早寝・早起き・朝ごはんの生
活リズム作りは基本的な生活習
慣の定着のため大切な目標であ
る。
〇避難訓練や緊急時下校訓練に
ついては、今後も児童の意識を
高めるため、定期的な実施が大

〇和歌山大学教育学部連携校
としての交流は今後も継続し
ていただきたい。
〇地域の人材を活用した教育
実践は重要である。
〇児童の活動の様子や学校行
事の様子等の家庭や地域への
広報は大切である。

〇学校における生活様式に変
化があっても主体的・対話的
な学びを重視した学習は大切
である。今後も主体的・対話
的な学びの視点に立った授業
の研究を継続していただきた
い。
〇保護者との連携を深めなが
ら、今後も家庭学習の充実に
努めていただきたい。

〇いじめのない学級・学校の実
現に取り組んでいただきたい。
〇児童の生活につながる道徳授
業を行い、いじめを許さない学
級・学校づくりに取り組んでい
ただきたい。
〇学校図書館の環境整備と読書
活動の充実に取り組んでいただ
きたい。

〇コロナ禍において低下したと
いわれている運動能力につい
て、体力づくり・健康づくりに
も十分取り組んでいただきた
い。
〇基本的な生活習慣の定着のた
め、早寝・早起き・朝ごはんの
生活リズム作りは大切である。
〇避難訓練や緊急時下校訓練に
ついては、様々な災害を想定し
た避難訓練を今後も実施してい

〇より多くの保護者がホーム
ページを閲覧できるように
ホームページの存在に係る広
報に努めていただきたい。
〇和歌山大学との連携につい
ては、今後も充実したものと
なるようにしていただきた
い。
〇「地域とともにある学校」
として、今後も地域や保護者
との連携をさらに深めていた〇各学級で児童が共に学び合

い、話し合いを大切にした授
業を実践されていたが、今後
も継続して指導していただき
たい。
〇家庭学習については、学校
と家庭の連携を図り、今後も
その定着に努めていただきた
い。
〇研究授業や公開授業、協議
会、教科部会等を通して、授
業改善に努めていただいてい

〇いじめアンケートを定期的に
行い、いじめの早期発見・早期
解決に取り組んでいることは評
価できるが、いじめを許さない
学校の実現に向け取組を継続し
ていただきたい。
〇児童の生活実践力の向上につ
ながる道徳づくりに努めていた
だきたい。

〇全国学習調査・県学力調査に
おいて、学習面においても、基
本的な生活習慣の項目において
も良好な結果が出ている。今後
も学力・生活力の向上に努めて
いただきたい。
〇スポーツテストへの高学年と
低学年の交流による実施を今後
も続けていただきたい。

・ホームページでの情報発信
等はよい取組であるが、計画
的に更新されることを期待す
る。
・大学との連携を深め、要請
を積極的に受け入れることは
児童にとってもプラスにな
る。
・以前にあったお手玉の会や
昔遊び、社会科授業への参
加、花植えボランティア等地
域の方々との交流については〇今後も全教員が、研究テー

マを持って、授業力向上に取
り組んでいただきたい。
〇学校と家庭の連携・協力体
制を築き、児童も自主的な学
習習慣の定着に取り組みた
い。

〇いじめアンケートについて
は、実施回数やいじめの把握の
方法等についての改善も検討
し、いじめを許さない学校の実
現に努めていただきたい。
〇花植えボランティアさん、図
書館ボランティアさんの活動に
感謝しています。様々な形で学
校教育を支援できるようにした
い。
〇児童の生活に結びつくような
道徳の授業の充実に努めていた

〇スポーツテストの結果を反映
した体育の授業の実践に努めて
いただきたい。
〇早寝・早起き・朝ごはん・挨
拶については、学校と保護者の
連携のもと取り組んでいきた
い。
〇今後も火災・地震・津波・不
審者対応等の避難訓練や集団下
校訓練を実施していただきた
い。

〇より多くの保護者がホーム
ページを閲覧できるように
ホームページの充実に努めて
いただきたい。
〇大学との連携については小
学校側の負担にならないよう
にしていただければと考え
る。
〇地域や保護者への協力につ
いては積極的に呼び掛けてい
ただければと考える。

３　その他のご意見


